
牛久市防災情報伝達システム整備事業について

本年５月から、防災無線子局（放送塔）の建て替え工事を始めております。
現行の放送塔は運用開始から３０年が過ぎ劣化が進み、また、電波方式もアナ
ログ式からデジタル式に移行する必要から、市内の各放送塔について順次、
撤去のうえ、更新を行います（令和７年度までの継続事業）。

≪更新のポイント≫

１．スピーカーの性能が向上し、音達範囲が広がります(現行250ｍ⇒更新500ｍ）。

２．これまでの放送に比べ、明瞭な音声で聞き取り易くなります。

３．ひたち野うしくエリアに３基を新設し、空白域が解消されます。
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牛久市防災情報伝達システム整備事業について

工事の流れ（１基 約２日間で完成）

完成

既設支柱の撤去 支柱底部の設置

基礎部の打設 拡声装置等の取付 【施工】
日本電気株式会社
茨城支店 2



牛久市防災アプリ 導入

●牛久市では“うしく”の防災情報やお知らせなどが

スマホで受け取れる防災アプリ『防災うしく』を導入

👉防災無線の放送内容を掲示

-防災無線で放送した内容をアプリで確認できます

👉牛久市の災害情報を通知でお知らせ

-避難指示等の特に必要な情報をプッシュ通知でお届けします

👉マップで避難所、土砂災害警戒区域を確認

-位置情報を用いて、ご自身のいる場所から各施設への経路を検索できます

-マップ上に土砂災害警戒区域を表示することで、危険区域を確認できます

●本年８月１日アプリ配信開始
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二次元コードは８月１日より利用可能になります。
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